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１２月１０日 ５年生が上川崎字本佛谷の安齋

様のお宅に伺って，和紙作りの作業を教えていた

だきました。今回の作業は，楮（こうぞ）の木を

蒸して，皮を柔らかくした後，手で黒皮を剥ぎ取

る仕事です。コツをつかんだ後は，気持ち良く皮

が剥がれますが，そうなるまでは、皮が細く割れ

てしまい途中で切れてしまうなど苦労していまし

た。作業体験のあとは，安齋さんの作業場にある道具や機械について説明を聞いたり，

和紙作りに関する質問をしたり，積極的に学ぶ姿が見られました。地域の伝統産業につ

いて，さらに詳しく調べたいという意欲を高める経験となりました。

１２月８日，通学班ごとに集まり，

自分たちの登下校の様子について反

省会を行いました。

班長の言うことをよく聞いて，上

手に歩くことができた班が多かった

ようなので，今後とも継続してほし

いと思います。

また，「今後気をつけること」とし

て，いくつかの班で出された話題には次のようなものがありました。

（１）集合時刻に遅れないこと （２）地域の方に会ったときに，大きな声であいさつをすること

子どもたちは時計を持たずに集合場所で待っているので，どんどん登校時刻が遅くな

ってしまいます。遅くなると，気持ちが焦り，安全確認がおろそかになったり，走って

転倒したりする心配があります。そこで，保護者の皆様へのお願いです。安全な登校の

ために，集合時刻に間に合わないときや欠席など登校班で歩かない場合は，班長さんや

同じ班のどなたかにそのことを伝えてください。よろしくお願いいたします。

あいさつについては，あらゆる機会を捉えて指導をしていますが，「いつでも」「誰に

でも」「大きな声で」については，十分ではありません。今後もさらに指導を重ねて参

りますので，ご家庭でも「朝」や「食事前」「就寝前」などに，しっかりあいさつが出

来るようご協力をお願いいたします。


